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<論点>

●過失相殺の方法

最高裁と高裁のちがい

最高裁はタクシーの過失相殺を考えていない

●そもそも共同不法行為が成立するのか？また責任の範囲は？

不成立と言ってみる？！

責任について学説多数あり！！

719条共同不法行為(前段説・後段説)

●最高裁の法律構成について

不真正連帯債務との関連
寄与度について

●高裁がくだした判決の理由

<連帯債務>

・成立

当事者の合意によって発生

法律の規定上発生（719条、761条など）

・対外効力

債権者は連帯債務者の一人又は数人あるいは全員に対して、同時又は順次に請求することができる。（432条）
・連帯債務者の一人に生じた事由の効力
原則として相対的効力（他の連帯債務者に影響を及ぼさない）（440条）
※例外：弁済(代物弁済)・供託・相殺・履行の請求・更改・免除・混同・時効の完成（434～439条）は絶対的効力（他の連帯債務者の間に影響を及ぼす）が認められる
・内部関係
共同の免責を得たとき他の債務者に対してその負担部分に応じた求償をすることができる。
<不真正連帯債務>

・意義

債権者に不利な絶対的効力事由を制限することで、債権の効力を強め、債権者（主に被害者）救済をはかる。
・成立

判例上以下の例がある

①使用者責任における使用者の賠償義務と被用者の賠償義務

②共同不法行為者が負担する賠償

・対外効力

債権者は連帯債務者の一人又は数人あるいは全員に対して、同時又は順次に請求することができる。（432条）

・連帯債務者の一人に生じた事由の効力

絶対的効力は弁済のみ

他は相対的効力にとどまる

・内部関係

負担部分が存在しないので求償権は生じないとされている
しかし、求償を認めないと不当結果を生ずる場合があるので、判例・有力説は認めている
